
令和６年度野生鳥獣（ツキノワグマ）個体数推定業務

項目 摘要 単価（円） 数量 単位 金額（円） 備考

技師B 1.0 人日 0

技師Ｃ 1.0 人日 0

個体群動態推定の
ための

プログラム作成
技師Ａ 4.0 人日 0

技師A 4.0 人日 0

技師B 3.0 人日 0

技師Ｃ 1.0 人日 0

特定鳥獣保護・管
理計画資料作成等

技師A 3.5 人日 0
技師A　専門家会議等出席０．５人日✕２

            打ち合わせ０．５人日×３
資料作成　技師A　1人日

技師A 2.5 人日 0

技師Ｃ 2.0 人日 0

小計 22.0 人日 0

間接経費 材料費 1 式 0
・直接経費×５％
・パソコン使用料、統計システム損料

0

0 50%　　1,000円未満切り捨て

0 10,000円未満切り捨て

0 10%

0

人件費については、令和6年度(8月改訂版）土木工事単価資料による。

間接経費については、森林整備保全事業の調査、測量、設計及び計画業務積算要領による。

総計

諸経費については、治山林道必携（設計・調査・測量等委託基準）（令和4年版）を基準とするが、令和３年３月11日付け環境省自然環境局野生生物課鳥獣
保護管理室事務連絡の指導を準用し、諸経費率が５０％を超える場合は、当該率を５０％とする。

直接人権費＋間接経費

諸経費

合計

消費税

【調査内容】

　➀ 既存データを用いた階層ベイズモデルによる個体数推定

　② 特定鳥獣保護管理計画関係資料作成等

　➂ 報告書作成

区分

直接人件費

個体数推定

データ整理

自然増加率と
生息個体数の推定

報告書作成


